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☆ マルチメディアホール 

マルチメディアホールのレイアウト変更を行いました。新しい視聴覚機器も入り、イン

ターネットコーナーは、様変わり、ＰＣ更新も来年 2 月に行う予定です。 
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☆ 第 3回ライブラリー・コンサートの開催 

 附属図書館の１階において、下記のとおり第 3 回ライブラリー・コンサートを開催いた 
します。お昼のひととき、生演奏をお楽しみください。 

 
  開催日：平成 21 年 11 月 12 日（木） 12：30～13：00 
  会 場：附属図書館 1 階・展示・掲示コーナー 
  内 容：ピアノ演奏 
      シベリウスほか 2 曲     
 

 

【インターネットコーナー】 【ＤＶＤコーナー】 
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☆ オンラインデータベースの案内 

今回は、『NII 電子ジャーナルリポジトリ（NII-REO）』です。 

  NII 電子ジャーナルリポジトリ（NII-REO）は、大学、図書館等からの依頼と、各出

版社からの許諾に基づき国立情報学研究所が統合して掲載している電子ジャーナルです。

（一部制限がある場合もあります）利用するには、図書館のホームページから「電子ジャ

ーナル・DB」をクリックそして、「電子ジャーナル・データベース関連サイト」クリック

して、「NII-REO」をクリックしてください。 
<収録コンテンツと閲覧可能範囲> 

 

「制 限 無 し」：誰でも閲覧できます 

「購読機関のみ」：購読ジャーナルのコンテンツ搭載を NII へ委託している大学等からのみ  

閲覧できます。 

    注 1) Springer 社の電子ジャーナルは、現在 Online Journal Archive 収録のコンテンツ 

のみが搭載されています。 

注 2) Kluwer 社の 2006 年以降のコンテンツは、Springer Science+Business Media 社へ 

統合されています 

注 3) 日本国内の学術研究機関のみ閲覧可能です。利用のためには機関登録が必要になり 

ます。 

注 4) IEEE/CS 社提供の電子ジャーナルのほか、約 150 の conference proceedings も提 

供しています。（NII より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

閲覧可能範囲 
出版社 タイトル数 収録年 

書誌、抄録 論文本文 備考 

Springer Science+Business Media  約 800 誌 1847-1996 制限無し 購読機関のみ  注 1  

Kluwer Academic Publishing  約 500 誌 1997-2005 制限無し 購読機関のみ  注 2  

約 150 誌 1998-2003 制限無し 
制限無し 
(1998-2003 年分のみ） 

注 3  
Oxford University Press  

約 140 誌 1849-1995 制限無し 講読機関のみ   

IEEE/CS  約 25 誌 1988-  制限無し 購読機関のみ  注 4 

【NII-REO 初期画面】 
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☆「利用者の声」 

 

 私はシステム工学部に在籍している西井建人です。年が過ぎ、和歌山大学に入学してか

ら早五年が経とうとしています。その学生生活のなかでも、図書館では印象的な思い出が

あります。今回はそれを書かせていただきます。 
 図書館に何をしに行くのか。その理由は皆さん、様々だと思います。講義の空き時間の

時間つぶしであったり、新聞の閲覧、課題の作成などが思いつきます。では、自分にとっ

て図書館は何をしに行く場所であったかと考えると、私はコミュニケーションの場であっ

たと思います。 
 私が三回生の頃、合唱部の部長をしていたとき、公私の生活において何かと思い悩む時

期がありました。そんなとき、気分転換に、図書館へ行って、ＤＶＤを見たり、本を読ん

だりしていました。ある日、ＤＶＤをみながら課題のレポートについて考えていると、図

書館職員の方が「今日も遅くまで残って大変やねぇ」と声をかけて下さいました。そのこ

とがきっかけで図書館へ行くと度々、近況報告をし、その都度励ましの言葉を頂きました。

それが私の大きな支えになりました。今でも暇が出来たときや、用事で図書館に行ったと

きは報告しています。 
 また、私は週一回、三階で行われている座禅サークルに参加しているのですが、たまた

まそこで図書館職員の方に出会い、声をかけていただいたことから図書館で書庫整理の学

生アルバイトをさせていただきました。そこで書庫整理のやり方を教えて頂いた職員の方

ともお話することができました。 
 図書館の本を読む場所、それは誰もが持っている認識だと思います。そして、図書館の

中は、個人で静かに過ごす場所というイメージが大きいかもしれません。おそらく、その

イメージに大きな間違いはないと思います。しかし、自分は図書館で人と出会うことが楽

しみで今は、図書館に足を運びます。そこには図書館職員の方々はもちろん、部活の後輩

や学内友人、先生方がいます。そして、挨拶をした後に個人の時間を過ごす。これはとて

も充実した時間になることが多いです。図書館を出るとき、外の風にあたると何か清清し

い気持ちになります。これは素敵なことではないでしょうか。 
 ひょんなことがきっかけで人とのつながりははじまるものだということを、私は和歌山

大学の図書館で学びました。本を読み、気分を落ち着かせたところで、いつものコミュニ

ケーションがある。私がそんな習慣を体感した図書館で、ほかの方々にも素敵な思い出を

残してほしいと思います。 
    （和歌山大学システム工学部光メカトロニクス学科四回生 西井建人） 
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☆ 新着図書情報 

  学生用図書コーナーⅠに配架している図書 

他 125 冊入りました。 
 

 

//編集後記//-------------------------------------------------------------------- 

図書館では、皆様とのコミュニケーションを図っていきたいと思っております。どんな

些細なことでも結構ですのでご質問、お問合せ、ご感想等を下記アドレスまでお寄せくだ

さい。良き交流の場にしていきたいと願っておりますので、よろしくお願いいたします。 

（スタッフ一同） 

******************************************************************************** 

編集・発行：和歌山大学附属図書館 

    TEL：073-457-7903                   

    FAX：073-457-7919 

    e-mail：unyo@center.wakayama-u.ac.jp 

******************************************************************************** 

書 名 著 者 出版社 

○総記（情報科学/事典/叢書） 

情報生活のリテラシー 野田隆, 奈良由美子編著 朝倉書店 

○哲学/心理学/宗教 

アダム・スミスの道徳哲学と言語論 大島幸治著 御茶の水書房 

○歴史/伝記/地理 

切手と紙幣が語るロシア史 安西修悦 [著] 東洋書店 

○社会科学 

22 歳からの日本経済入門 みずほ総合研究所編 毎日新聞社 

「依存症」の日本経済 上野泰也著 講談社 

○自然科学 

脳とワーキングメモリ 苧阪直行編著 京都大学学術出版会 

○技術・工学 

オイル・ジレンマ 山下真一著 日本経済新聞出版社 

○芸術・美術/スポーツ 

版画史解剖 黒崎彰著 阿部出版 

○文 学 

危ない食卓 横山茂雄編 新人物往来社 

語りから見たイギリス小説の始まり 河崎良二著 英宝社 


